
ハ
ル
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ク
ー
レ
ン
ベ
ッ
ク
国
四
耳
弓
侭
【
匡
匡
①
早

冨
烏
（
一
八
九
七
’
一
九
八
四
）
は
ヘ
ッ
ケ
ル
、
ゲ
ー
ゲ
ン
バ
ウ
ル
、

フ
ュ
ル
ブ
リ
ン
ガ
ー
の
系
譜
に
立
つ
「
最
後
の
古
典
的
」
脳
解
剖

学
者
と
し
て
一
家
を
な
し
た
人
物
で
あ
り
、
彼
の
比
較
神
経
解
剖

学
に
関
す
る
業
績
、
殊
に
全
五
巻
の
名
著
「
脊
椎
動
物
の
中
枢
神

経
系
」
（
一
九
六
七
’
一
九
七
八
）
は
世
界
の
学
界
に
広
く
知
ら
れ
、

彼
の
研
究
業
績
の
引
用
（
肩
喧
閏
里
昌
．
己
留
め
函
禺
里
２
２
巴
．

己
縄
ゞ
園
耐
の
言
①
国
巨
瑁
望
は
今
日
な
お
跡
を
断
た
な
い
。
彼
が

我
が
国
の
医
学
界
に
与
え
た
影
響
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い

が
、
殊
に
一
九
二
五
年
に
西
成
甫
に
よ
っ
て
弱
冠
二
十
八
歳
か
ら

三
年
間
、
東
京
大
学
客
員
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
晩
年
の
小
金
井

良
精
と
も
知
己
と
な
っ
て
以
来
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
政
権
獲
得
と
と

も
に
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
Ｉ
同
じ
頃
に
再
度
来
日
Ｉ
し
て
、
一

66

東
西
医
学
交
流
史
の
一
側
面
ｌ
脳
研
究
者

ハ
ル
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ク
ー
レ
ン
ベ
ッ
ク
（
一
八
九
七
’

一
九
八
四
）
の
意
識
論
の
背
景

濱

中

淑
彦

九
三
五
年
以
降
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
女
子
医
科
大
学
（
後
の
ペ
ン

シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
医
科
大
学
）
の
解
剖
学
主
任
教
授
に
迎
え
ら
れ
た
後

に
も
、
彼
と
交
友
が
あ
り
、
或
は
彼
の
も
と
で
学
ん
だ
解
剖
学
者

（
藤
田
恒
太
郎
、
細
川
宏
、
新
美
嘉
兵
衛
な
ど
）
の
数
は
少
な
く
な

く
、
一
九
五
四
年
に
は
日
本
解
剖
学
会
の
最
初
の
名
誉
会
員
に
推

さ
れ
、
ま
た
第
六
十
六
回
日
本
解
剖
学
会
総
会
（
一
九
六
一
年
）
で

特
別
講
演
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
の
医
学
と
の
縁
は
決

し
て
浅
く
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
関
心
事
が
単
な
る
神
経
解
剖
学
の
枠
内

に
留
ま
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
（
一
九
八
六
）
、

新
美
嘉
兵
衛
（
一
九
八
五
）
ら
の
追
悼
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
彼

の
問
題
意
識
は
、
晩
年
に
至
っ
て
繰
り
返
し
論
じ
た
「
脳
と
意
識
」

二
九
五
七
、
改
訂
は
一
九
五
九
）
、
「
精
神
と
物
質
」
（
一
九
六
一
）
、

「
脳
と
知
能
」
（
一
九
六
五
）
、
「
精
神
物
理
学
」
二
九
七
一
）
な
ど

の
著
作
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
「
神
経
学

的
認
識
論
」
言
①
昌
巳
○
四
の
巴
ｇ
再
の
ョ
○
さ
喝
、
一
九
六
五
）
は
、
最

後
の
大
著
「
人
間
の
脳
と
そ
の
宇
宙
」
（
一
九
八
二
、
独
訳
一
九
八
六
）

全
三
巻
に
お
い
て
頂
点
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
別
槁
（
濱
中

一
九
八
五
’
一
九
九
五
）
で
論
じ
た
通
り
、
そ
の
時
は
既
に
認
知
心
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理
学
８
唱
ご
く
①
房
胃
冒
さ
喝
と
神
経
科
学
ロ
①
貝
○
い
Ｑ
２
の
①
の

の
接
点
に
お
い
て
、
僅
か
十
五
年
の
間
に
「
意
識
」
を
表
題
と
し

て
心
身
問
題
を
論
じ
た
単
行
本
の
刊
行
が
Ｉ
英
語
圏
だ
け
を
と

っ
て
み
て
も
Ｉ
優
に
四
十
を
越
え
る
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
「
脳

の
世
紀
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
わ
ば
「
意
識
の
世
紀
」
の
到
来
を

告
知
す
る
か
の
如
き
観
を
も
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
の
意
識
論
に

お
い
て
は
、
医
学
と
並
行
し
て
イ
ェ
ー
ナ
大
学
の
新
理
想
主
義
者

ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
（
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
）
の
も
と
で
学
ん
だ
西

洋
哲
学
の
伝
統
、
殊
に
「
神
経
学
へ
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の

寄
与
」
二
九
六
一
）
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
年
報
の
Ａ
・
ヒ
ュ

ブ
シ
ャ
ー
教
授
記
念
誌
二
九
七
二
）
へ
の
寄
稿
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
「
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
」
の
哲
学
か
ら
得
た
も
の
が
医

学
と
の
関
連
で
再
三
論
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
若
く
し
て
来
日
し
た

大
正
時
代
に
、
日
本
語
、
中
国
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
学
習

を
通
じ
て
、
更
に
は
敬
愛
す
る
西
に
同
伴
し
て
中
国
、
朝
鮮
な
ど

を
旅
行
し
て
東
洋
文
化
を
直
に
見
聞
し
感
得
し
た
「
東
洋
の
智
恵
」

も
ま
た
見
紛
う
べ
く
も
な
い
跡
を
と
ど
め
て
い
る
Ｉ
没
後
に
は

生
前
か
ら
の
彼
自
身
の
希
望
に
よ
り
、
仏
教
式
の
回
向
が
新
美
に

よ
っ
て
と
り
行
わ
れ
た
と
い
う
。
本
論
槁
で
は
、
彼
の
意
識
論
の

基
盤
と
背
景
を
探
り
つ
つ
、
東
西
文
化
の
交
流
史
と
心
身
論
の
歴

史
が
交
錯
す
る
所
に
若
干
の
光
を
投
じ
つ
つ
医
史
学
的
考
察
を
試

み
た
い
。

（
名
古
屋
市
立
大
学
精
神
医
学
教
室
）
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